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（別添３） 

小笠原陸産貝類14種の概要 

種    名 

（学    名） 
 種  の  概  要  

１．チチジマカタマイマイ 

（Mandarina chichijimana：マ

ンダリナ・チチジマナ） 

 

 

①種の特徴：殻長20.0mm、殻径24.0mm程度で、やや円く、硬質、螺塔は

高く、螺層はやや膨れる。体層周縁は円い。殻表はほぼ平

滑。殻色は淡黄褐色で、殻に4本の色帯をもつ。臍孔は閉じ

る。殻口は厚く肥厚・反転する。おもにオガサワラビロウ

等が多い湿性林の林床に生息する地上生活性の種である。 

②生息地  ：父島南部、巽島 

③生息状況：父島では生息地が大幅に縮小。個体数は著しい減少傾向。 

④減少要因：外来種による影響（貝食性陸生プラナリア類（ニューギニ

アヤリガタリクウズムシ）による捕食、クマネズミによる

捕食） 

２．アナカタマイマイ 

（Mandarina hirasei：マンダリ

ナ・ヒラセイ） 

 
 

①種の特徴：殻長13.0mm、殻径21.0mm程度で、偏平、やや薄質、螺層は

わずかに膨れる。体層周縁は円い。殻色は淡黄褐色から濃

褐色で、色帯をもたない。殻表はほぼ平滑。殻表の光沢は

弱い。臍孔は広く開く。殻口は厚く肥厚・反転する。タコ

ノキやオガサワラビロウが生育する林内の樹上から地上ま

でを利用する半樹上性の種である。 

②生息地 ：父島南部、巽島 

③生息状況：父島ではほぼ絶滅状態。 

④減少要因：外来種による影響（貝食性陸生プラナリア類（ニューギニ

アヤリガタリクウズムシ）による捕食、クマネズミによる

捕食） 

３．カタマイマイ 

（Mandarina mandarina：マン

ダリナ・マンダリナ） 

 

①種の特徴：殻長21.0mm、殻径28.0mm程度で、やや円く、硬質、螺塔は

低く、螺層はやや膨れる。体層周縁は円い。殻表はほぼ平

滑。殻に濃紫褐色2本の幅広い色帯を持ち、むしろ体層周縁

に殻色の淡黄褐色の色帯を持つように見える。臍孔は閉じ

る。オガサワラビロウ等の樹種が豊富に生育する湿性林の

林床に多く、地上性の生態型を示す。 

②生息地 ：父島北部・東部、兄島南部 

③生息状況：父島ではほぼ全ての地域で激減。兄島では生息密度が低

下。 

④減少要因：外来種による影響（貝食性陸生プラナリア類（ニューギニ

アヤリガタリクウズムシ）による捕食、クマネズミによる

捕食） 

４．キノボリカタマイマイ 

（Mandarina suenoae：マンダリ

ナ・スエノアエ） 

 

 

 

①種の特徴：殻長16.0mm、殻径20.0mm程度で、円錐形、やや薄質、螺層

はわずかに膨れる。体層周縁は鈍く角ばる。殻表は平滑。

殻色はオリーブ色で、表面に強い光沢をもつ。通常色帯を

持たないが、時に有する。臍孔は狭く開く。殻口は厚く肥

厚・反転する。オガサワラビロウ等が豊富に生育する湿性

林の樹上に生息する。 

②生息地 ：父島北部・東部、兄島南部 

③生息状況：父島ではほぼ全ての地域で激減。兄島では生息密度が低

下。 

④減少要因：外来種による影響（貝食性陸生プラナリア類（ニューギニ

アヤリガタリクウズムシ）による捕食、クマネズミによる

捕食） 
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種    名 

（学    名） 
種  の  概  要  

５．コハクアナカタマイマイ 

（Mandarina tomiyamai：マンダ

リナ・トミヤマイ） 

 

 

 

①種の特徴：殻径20.0～23.0mm、殻長13.0～16.0mmの偏平な茶色の殻

で、色帯を欠く。殻の形はアナカタマイマイと酷似する

が、より殻表は滑らかである。雄性生殖器の形態から識別

することができる。乾性林等の林内に生息し、樹上から地

上までを広く利用する半樹上性の生態型を示す。 

②生息地 ：父島北部、兄島 

③生息状況：父島では絶滅と考えられる。兄島では分布域が減少。 

④減少要因：外来種による影響（貝食性陸生プラナリア類（ニューギニ

アヤリガタリクウズムシ）による捕食、クマネズミによる

捕食） 

６．アニジマカタマイマイ 

（Mandarina anijimana：マンダ

リナ・アニジマナ） 

 

 

 

①種の特徴：殻長18.0mm、殻径24.0mm程度で、やや円く、硬質、螺層は

やや膨れる。体層周縁は円い。殻表はほぼ平滑。殻色は淡

黄褐色で、色帯の有無に関して、変異がある。臍孔は狭く

開くが、時に閉じることもある。殻口は厚く肥厚・反転す

る。乾性低木林の落葉下に生息する地上性種で、繁殖はお

もに冬から春にかけて行われると考えられる。 

②生息地 ：兄島 

③生息状況：生息密度が低下 

④減少要因：外来種による影響（クマネズミによる捕食、ノヤギによる

植生破壊※） 

 ※現在は大きな影響要因となっていない 

７．コガネカタマイマイ 

（Mandarina aureola：マンダリ

ナ・アウレオラ） 

 

 

 

①種の特徴：殻径24.0mmほどで、やや腰高で周縁は円く、殻表は平滑

で、光沢がある。殻色は変異に富み、黄、黄白、橙、褐

色、黒褐色などの地に1～3本の色帯をめぐらす。外見はア

ケボノカタマイマイやヌノメカタマイマイと類似すること

があるが雄性生殖器の形態から区別することができる。オ

ガサワラビロウ、アカテツ、テリハハマボウ等が混生する

やや乾燥した林内の林床に生息する。林内のうち、林床の

表層を利用する地表性の生態型を示す。 

②生息地 ：母島中部・南部 

③生息状況：中部ではほとんど生息が確認できていない。南部では生息

密度が低下。 

④減少要因：開発等に伴う生息地の減少、外来種による影響（クマネズ

ミによる捕食、貝食性陸生プラナリア類（コウガイビル）

による捕食） 

８．ヒシカタマイマイ 

（Mandarina exoptata：マンダ

リナ・エクソプタタ） 

 

 

 

①種の特徴：殻長14.0mm、殻径23.0mm程度の亜菱形、薄質、螺塔は低

く、螺層はわずかに膨れる。体層周縁に強い竜角をもつ。

殻色は淡黄褐色で、色帯をもたない。殻表には細密な縮み

状の螺状肋がある。臍孔はやや広く開く。殻口は肥厚・反

転する。生息地は、雲霧帯になる高標高の湿った森林内に

限られる。樹上から地上までを利用する半樹上性の生態型

を示す。 

②生息地 ：母島 

③生息状況：生息密度は高くない 

④減少要因：開発等に伴う生息地の減少、外来種による影響（アカギや

モクマオウによる植生変化、貝食性陸生プラナリア類によ

る捕食） 
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種    名 

（学    名） 
 種  の  概  要  

９．ヒメカタマイマイ 

（Mandarina hahajimana：マン

ダリナ・ハハジマナ） 

 

 

 

①種の特徴：殻長13.5mm、殻径16.0mm程度で、やや薄質、螺塔はやや低

く、螺層はわずかに膨れる。体層周縁は円い。殻色は淡黄

褐色から濃褐色で、さまざまな様式の色帯をもち、時にこ

れを欠く。殻表には極めて細かい螺状肋がある。殻表には

弱い光沢がある。臍孔は狭く開くことが多いが、閉じた

り、広く開いたりする個体群もある。殻口は厚く肥厚・反

転する。高標高地域に多く、林内の樹上にて生活する生態

型を示す。 

②生息地 ：母島北部 

③生息状況：生息に適した環境が減少している 

④減少要因：外来種による影響（クマネズミによる捕食、アカギやモク

マオウによる植生変化、貝食性陸生プラナリア類による捕

食） 

１０．オトメカタマイマイ 

（Mandarina kaguya：マンダリ

ナ・カグヤ） 

 

 

 

①種の特徴：殻径約16.0～23.5mm、殻長11.5～17.0mmほどで、サイズの

変異に富む。殻色の変異もさまざまで、黄、白、橙、紫、

茶、黄緑の地に黒色または赤茶の色帯を巻くが、色帯を欠

く場合もある。ヒメカタマイマイ、フタオビカタマイマイ

と類似するが雄性生殖器の形態から区別することができ

る。低標高の乾性林から高標高の雲霧林まで幅広く利用

し、林内の樹上に生活する生態型を示す。 

②生息地 ：母島中部・南部 

③生息状況：中部では高標高地域のみに生息。南部では生息密度が低下 

④減少要因：開発等に伴う生息地の減少、外来種による影響（クマネズ

ミによる捕食、貝食性陸生プラナリア類による捕食） 

１１．アケボノカタマイマイ 

（Mandarina polita：マンダリ

ナ・ポリタ） 

 

 

 

①種の特徴：殻径22.0mmほどで、やや腰高なものが多く周縁は円く、殻

表は平滑で、光沢がある。殻色は淡紅から紫色の地に3本の

濃紫褐色の色帯を巻く。コガネカタマイマイと類似するこ

とがあるが雄性生殖器の形態から区別することができる。

低標高の広葉樹を中心とした森林から高標高の雲霧林まで

生息し、とくにやや湿度の高い森林に多い。林内のうち、

林床の表層を利用する地表性の生態型を示す。 

②生息地 ：母島北部・中部 

③生息状況：中部では生息密度がとても低い 

④減少要因：開発等に伴う生息地の減少、外来種による影響（クマネズ

ミによる捕食、貝食性陸生プラナリア類（コウガイビル）

による捕食） 

１２．フタオビカタマイマイ 

（Mandarina hayatoi：マンダリ

ナ・ハヤトイ） 

 

 

 

①種の特徴：殻径約20.0～24.0mm、殻長15.0～22.0mmほどで、サイズの

変異に富む。黄または茶の地に2本の黒色の色帯を巻くが、

色帯を欠く場合もある。偏平で小型のタイプと大型で殻長

も長いタイプがあるが、遺伝的には分かれていない。ヒメ

カタマイマイ、オトメカタマイマイと類似するが雄性生殖

器の形態から区別することができる。生息地の多くはオガ

サワラビロウのほかアカテツやテリハハマボウ等の広葉樹

が混生する乾性林である。 

②生息地 ：向島、姉島、妹島、姪島 

③生息状況：生息密度が低下しており、特に向島での減少が顕著 

④減少要因：外来種による影響（ドブネズミによる捕食、貝食性陸生プ

ラナリア類による捕食） 
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種    名 

（学    名） 
 種  の  概  要  

１３．ヌノメカタマイマイ 

（Mandarina ponderosa：マンダ

リナ・ポンデロサ） 

 

 

 

①種の特徴：殻長19.0mm、殻径23.0mm程度で、硬質、螺塔はやや高く、

臍孔は閉じる。殻口は厚く肥厚・反転する。母島北部の高

標高に分布する個体群は、螺塔がやや低く、体層周縁に竜

角をもち、殻表の螺状肋は明瞭である。一方、周辺属島に

分布する個体群は、螺塔が高く、体層周縁は円く、殻表の

螺状肋が不明瞭である。母島では高標高地域の雲霧帯に生

息する。向島では雲霧帯ではないが湿性の林内に生息す

る。湿性林の林床、その中でも落葉層の深層部を利用する

地中性の生態型を示す。 

②生息地 ：母島、向島、姉島 

③生息状況：向島では生息密度が低下 

④減少要因：外来種による影響（アカギやモクマオウによる植生変化、

貝食性陸生プラナリア類による捕食） 

１４．ミスジカタマイマイ 

（Mandarina trifasciata：マンダ

リナ・トリファスキアタ） 

 

 

 

①種の特徴：殻長22.0mm、殻径26.0mm程度で、やや円く、硬質、螺層は

やや膨れる。体層周縁は円い。殻表はほぼ平滑。殻色は淡

黄褐色の地に細い3本の色帯を持つことが多い。表面の光沢

は弱い。臍孔は通常閉じるが、狭く開く個体もある。殻口

は厚く肥厚・反転する。湿性の森林の林床に生息する地上

性の種である。 

②生息地 ：聟島、媒島 

③生息状況：生息個体はごく少数 

④減少要因：外来種による影響（ノヤギによる植生破壊※、貝食性陸生

プラナリア類（コウガイビル）による捕食） 

※現在は大きな影響要因となっていない 

 


